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聖書ヘブライ語から見た英訳聖書の進行形

　　　　　　　　　　■

橋本功

0．ヘブライ語能動分詞と英語の進行形

聖書ヘブライ語（ヘブライ語）は時制を表す動詞組織は持たず，相を表わす動詞組織を持

つ言語である。この恕織によって各動詞は語幹から完了形と未完了形を屈折派生させ，文法

範疇としての完了相と未完了相を明示する。しかし，ヘブライ語の未完了相は未完了形だけ

によって明示的に表現されるのではなく，英語の現在分詞形に相当する能動分詞形によって

も表現されている。ヘブライ語能動分詞形は単独で述部を構成することができ，「主語一能

動分詞」の語順をとる。ヘブライ語は一般には連結動詞を用いないので，この構造は英語の

進行形に対応する構造である。［連結動詞を用いる構造については後に言及する。］

表1は，G碑83f3　XLIを資料として用い，未完了形と能動分詞形の出現率の比較を試みた

ものである。

　　　　　　　　　　　　　　　」　　巴鰍P

動　詞　の　形　態　　使用数　　　　　　　　　CENES∫3　XLI

未完了形　・2131・3購3告3聯亀4q4蠣55
（NP＋）働鯛形11811・，ち路臥晒ユ砿・鴫2鵬2職2a3島3臥・

この表から，ヘブライ語聖書では能動分詞形が未完了形に劣らず，頻繁に使用されていると

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、｢う一般的蛮実を推察することができよう。・ヘブライ語学者達の指摘によれば，両者は共に

“duration”を表すことができる。この点では両者共に英語の進行形と類似の意味機能を
担っていると言・える。興味深いのは，“duration”の下位の意味機能に関亡ては，両者は互い　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　μ

に相補分布をなす傾向があるというヘブライ語学者達の指摘である。すなわち，未完了形は
ご‘

orogressive　continuance，’（Drive二　1892：2琴（§21）），‘‘actions　cont量nued　or　re・

peated’・（Ka亡tzsch，1980：315），“suピce88ion　of　points，’（Davidso店工976：姶0（§97））を

主として表すのに対し1て，能動分詞は“nlerげco阜ti血uange　in　the　se血se　of　duration

without　progress”（Driver，1892：28（§21）），“1ine’，（Davidson，　Jo畠σ払）を主として

表す・この違いをゆt・5・h（198P・、315）は（1・）一（2・｝の例を用いて説明レている・

腫　　　　　一

（1）、a．　BH：and・river幻owing、o廷t－of・Edeロto－wa士er［AIM【・］the・garden、
一

・　　　　　（能動分詞形）

σ621．II　10．　，



」32

b．NE8：There　was　a　riverガo癖，rg　from　Eden　to　water　the　garden一

08π．II　10．

（2）　a・B罪1：‘anq・vaづour　we虚一up’fro皿。the毛a鳶h－G8πII在
（未完了形）

b．喪EB：A且ood　used　to　r三se　out　of　the　earth－0θ”．　II　6．

（3）　a。BR：asked－him　tlle－ma且to－say　what・you・seek　and－said［AM一コbroth・
（未完了形）

ers－of－me　I　seeking－06π．　XXXVII　15～16．
（能動分詞形）

b，NEB：aman＿asked　him　what　he　was　looki皿g　foL｝｛e　replied，

　　　　　r　1eIam　looking　for　my　brothers．．’－G6，2．　XXXVII　16～17．

［ヘブライ語文は英語に逐語訳されている。以下，それをヘブライ語文（BH｝と呼ぶ。］　　　　　　卜

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「ｷなわち，（1a）の能動分詞はEdenからの川の流れが絶えることの准い流れ’（“a　conti一

nuous，　uninterrupted　stream・1’）であることを表すために用いられているのに対して，（2a＞

の未完了形は次から次へと新しい“vapour”が繰り返し立ち登る様を表すために用いられて

いる。このKaut詔schの説明を補強する意味で（3　a）と（32　b）のヘブライ語文は興味深い
例である。なぜならば，疑問文中のfocusとなる動詞が未完了形であるのに対して，その応　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゴ

意味機能を分担しあっていることを示す好例である。コソテクスト上，間断なく行なわれて

いる応答者の行為が能動分詞によって強意的に表現されているという解釈が自然である。こ
のように形態及びその意味が互いに異なる2種類のヘブライ語婁現が丁加N卿」E12g’ゴ醜・　　　　　　　　　　　　　　f

β弼召（3b）とPurv6r訳聖書（32　a）の各英訳聖書では同一の表現形式すなわち進行形で

　　　　　　　　　　　　　一�ｳれているという事突によって・一ヘブライ語ρ相衷現の発達の程度を知ることができる。

未完了形と能動分詞形との間には，それ程厳格ではないにしろ，‘意味機能上このような相
　　　　　　　　　　　　一　　隔　　　　　．　「　　　　　　　　　　　　　　　　　㌦　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r

笊ｪ布の関係が存在しているので，能動分詞形が未完了形と同程度匠頻熱ど用いられるとい

う現象が生じるのである。
巳　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　尋

齡¥動分詞の持つ‘ごduration”の意味をさらに強調しようとする場合には，英語のbe動詞　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

ﾉ相当するヘブライ語の連結動詞を能動分詞の直前に付加する（Davidson：ヱ36）。その例が

（4・）・（5・）1（6b）等である・その繰現摘ヘブライ瀦凱まさしく．英語の違行

形と同じ統語構造である。　　　　　　　　　　　　　　一
1　　　　噛　　　　，

（4）　a．BH：he・was　feeding　with・b沁thers－of－h1醗fiock－一σ碑．　XXXV1王2，
’　・　　　　　　引　　（能動分詞形）

『　　冒b咲AV：Iosep1L．．　was　feeding　the　flocke～vith幽血is　bre亡hre豆，．’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、ﾄ5）’a．B］ヨ：．and一遡Samu61　dffering　the・b廿ru亡Gfferi且g」jr　Sα鋭．　Vir1砿
一・ @　（能動分詞形）　　．　　　　．　　・

b・AV：And　as　Sarhuel　was　offering　y血出e　b組mt　of｛eri無9，

　　　　　　　職@　　　L　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　¶

¥2はG醗23’3（XIV～XXIV）におけるヘゾライ語め「層P（十連結動詞）÷能動分詞」が

Tyndale訳聖晋（1530）（TB），欽定英訳聖：書（1611）（AV），　Pur》er訳聖書（1764）（PB），

噛
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i表2

ヘブライ語の　NP（＋遮結1詞）＋f動分詞」構造と英訳表現

GENE513　XIV～XXIV
BHの進行形

　　　1　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　■

sB訳iAV訳iPB訳iNEB訳
BHの進行形がNEBで進行形または現在
@　分詞形として保存されている場合

XIV　　12

wIV　　13
llli：i；： who！むロε1顛πg　in　Sodom

翌?潤@at　tぬat　time　田6r3己」1〕りε〃’，’8レ

XV　　　2

wV　　14
sisisiS唐奄唐奄唐奄r

XVI　　8 s　i　s　i「p　i　P→
　　“
Pα，，271ρ胡f・2941槻yfrom　my　mistreSS

XVI　　13

wVI　　ユ3

s　i　s　i　s　i　P→　　：　　　　l　　　　lsisiSiA
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’・翌?潤@1むα33♪8α轟ゴ，’，g　to　her

XVII　　g

wVIII　1
sisisiS唐奄唐奄垂奄o→ As，Abraham　I搬35’漉祀8』

XVIII　2 s　i　S　i　P　i　A一手 ＊h已saw　three　menε伽4f，置8

XVIII　8
wVIII　IO

s　　i　s　　i・s　　i　S　　l　　　　l　　　　lSiSiSi　　　　　　　　　　　P→・

Now　Sarah！む83帽’∫3’ε，1’，三9

XVIII　16

wVIII　1ア

wVIII　21

sisisiS刀@　i　s　　i　s　　i．．S・

`iAiAi・A

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r@　　　　　　　　　　　　　　、

P

XVIII　22

wIX　　　1

s　i　s　i　s　iA→　　：　　　　l　　　　lSiSiPi　　　　　　　　　　　P→

Abrahamアε川αf，～βd　5’ロπゴ’π8

kot　Iσロ1∫∫”f’π8　in　the　gateway

XIX　　13

wIX　　14

s　i　s　i　s　i　P→
`』堰吹迴�炎W

XIX　　14

wX　　　3

wXI　　6

s　　i　s　　i　s　　i　P　→

唐奄`iAiS　　：　　　　l　　　　lSisiSiS

the　LORD’3　go’，28　fo　4¢ε〃oッthe　city　「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

XXI　　22・

wXIII・10
sisislS唐奄唐奄o．IP→ the　Hi‡titg　Iσσ33濯f’28

XXIV　　3

wXIV　13
wXIV　13

s　　i　S・i・s　　i　S
唐奄r1siS　　l　　　　l　　　　ls　　i　s　　i　S　　i　P→

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
狽??@women　of　the　city母r8‘o”1f，’8りf‘’

i

XXIV　21

wXIV　21
siAiAiP→`iAiAiA

The　manεσ躍3脚麿丘c海，卍8　qu1et王y‘

XX三V　30

??窒磨@37

wXIV　43

s　i　s　i　p　i　A→
唐奄唐奄唐奄r　　；　　　　1　　　　｝s　　i．s　　i　S　　I　S

『＊he，．．found　h且！n　still　s’σ，jdP，’8L

浴@　　　　　　　　　　　　一

@　　　　　　　　　　　　　　　囑

@　　　　　　　　　　　　　　　　1

XXIV　43
wXIV　45

s　　i【　s　　i　s　　i　S　　l　　　　：　　　　lSlS1Si　　　　　　　　　　　A→

一＊Isaw　Rebecca‘o”爵2801‘’

XXIV　49 sisiS｛S
XXIV　62
wXIV　I　63　　　　　「

s　　i　s　　i　s　　i　P→　　l　　　　l　　　　：P．ip　i・P　iA→

】』a亀店．．田ロε’fむf，88in’the　Negeb．

烽?T．，s孕Ψ．came蓋s⑳ψ70σ‘ゐf”9　　　’

XXIV　65 s　i　S．i　s　l　A→・
V函o　is　that　man　εσσ’距∫，3」「acros5　the　　　　　　　　　　　　、

I　　　　l　r　　：1　　　　繹　　　　2：　　　！　　　1 　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
Open　towards　u昌～　　　　、ヒ　　7　　　　　　、

進行形
告

38

・いi8i・3　　　　　1　　　　　　　　　　f ＊＝ヘブライ語間投詞（一懸のdeictic　expres．
唐奄盾氏j‘behoid’に導かれた節がNEBでしば
ｵば「SVOv・伽」構鴨で訳されている。

N．B．：P躍進行形；S＝単　究A冨P，Sを号く冒’・　　　も
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丁加N8盟」E2」8・1’謡B’δ16（1970）（NEB）の4種類の英訳聖書でどのような表現によって訳

されているかを例示し，ざら庭，特にNEB訳については，このヘブライ語構造の能動分詞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1ｪ現在分詞として現れている例だけを示したものである。
この表によると，TB，　AV，　PBではヘブライ語構造「NP十能動分詞」を英語の進行形に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓

置き換えている例は極めて少ない。しかしながら，進行形の発達と共にこのヘブライ語撫造

が英語の進行形に置き換えられている例が増加していることが明らかになる。そして，表2

に挙げられているNEBの進行形は，現代英語から見て，なんら違和感を与えない。また，

deixisの機能をも同時に持つ間投詞（署‘behold’）に導かれたこのヘブライ語描造の能動分

詞が，NEBでは，知覚動詞構造（ノind／see十N［P十v－（ing））の中で現在分詞となっている

が，これは異なる観点からこのヘブライ語構造が現代英語の進行形と類似の意味を表してい

ることを示すものである。　　　　　　　　1
英語の進行形は17世紀になってようやく口語を中心に一般化され始めたばかり（腫cke翼，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

1966：392）であるが，意味及び統語携造が進行形と類似している迂言構造がすでに紀元前

1200頃から紀元前200頃のヘブライ語に存在し七いたことになる6以下、とのヘブライ語構

造をヘブライ語進行形と呼ぶことにする。

本稿では、英訳聖書の進行形がヘブライ語，特に「ヘブライ語進行形」とどの様に関わっ

ているかを考察することにする。従って、ここでは英訳聖書の進行形の詳細な意味分析は行

わない。

1、初期近代英語訳聖書の進行形とヘブライ語

　一

P．i．　Ty皿dale訳聖書（1530）の進行形

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　騨sBのG伽83f3とE躍04π3とを調査した結果、θ召惚3fεには8例（（6a）・（13a））の進行

形が用いられていたが，・翫04欝には1例も進行形の例を見つけるζとができなかった。以

下はそれらをヘブライ語構造と対照させながら示したものである。また，それらをまとめた

ものが衷3である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i　　　　　　　　　　：　　　　　　　　　　『

　　　　　　　　　一@　　　　　　　　　　　L　　　　　　　－
f（6）a・TB：1血ustδ召翅”42η，’8θanαavagabunde　vp・n　the　er出，－C召”．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　戸

IV　14．　　　　　　　　　　　1

b・　BH：　a豆d・1－3ゐ鐸」’・西8卸｛z，～4召γ’229I　and，皿10ving－to亀aRd－fτo　on＿th6糟earth

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」i7）　a．TB：And　heω直3うμ，」4幼8召acyte－－08払王V　1乳　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　十

@　　b・BH：a且d・ゐθ・諺σσ3δ詔fldlf218　city　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「

一（8）　a．TB：beholde予came正s盟召躍‘o”3’π8召．・－08鉱XX互V　6窪　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昏

b．．BH：　behold　caエほels　‘oη1f露8幽　〒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1鮨

（9）　a．TB：Beholde　we乞σ8r召初罐ッ”gεsheues’in　the　fe圭de：－G8払XXXVII　7．

　　　　　　　　　　　　　　　　　」aDBH：a且d・be転01d　weう玩4ゴ22｛g葺heaves　il1・mids毛・of　the一五eld
（ゆ…a、・－TBLa・c脚・ny・一雑・9・ア皿ge　d・un・呈皿窒認g1pt軌、一θ礁XXXVII　　　、　　fr　　・　　　　25．一・

一一一 @一一bゴTBH：－caravan．．．80f”8　一
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（11）　a．TB：as　llir　soule紺召εσ4ερロノ’fπ8召，一σεπ．　XXXV　1＆

b，BH：and・ωロ3 in・departing soul－of・hLer
（前置詞＋不定詞） →

　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　ii12）　a．TB：An、d　Isaacωσ3α‘07πigεfrom　the　wel1－G召，1．　XXIV　6a

b．BH：and・lsaac came　from Beer・1ahai・ro1
（完了形）

（Cj～NEB：Isaac　meanwhile had　moved on　as　far　as　Beer・lahal－roi）

（13）　a．TB：take　hir　adδ8ωo’妙，～8θ． 一Gθπ．XII 19．

b．BH：take　and－go
　一i命令形）

（C五　AV：take　her　and　goe　thy　way）

一
表3

TYNDALE’S
@BIBLE TBの進行形 徽ご雛 類似構造に対応 ・搬擁螢畠

未完了形に
ﾎ　　　応

σ・繍1・8　1】　5　1　・　1　2　1［。］
Eエ04㍑3 ・　1　。’ 0 0 ［o］

　　　　　　　　’m．B．：以下，「＿独自の進行形使用」とは対応する原典の表現がヘブライ語進行形やその類似表

現ではないことを指す。［コ＝内数。

これらの資料から，TBの進行形使用総数8例のうち5例・（62．5％）の進行形はヘブライ

語進行形の訳として現れていることが明らかになる。　　　　　　　　　．

また，これらの進行形のなかには興味深い翻訳現象とも言うべき例が見られる。それは

（11a）の進行形に対応するヘブライ語衷現である。このヘブライ語表現を英語の表現に置き

換えると「be十in　v－in9」となる。〔ヘブライ語の不定詞は英語の動名調に近い機能を持っ

ている。］ヘブライ語のこの構造は英語の進行形の発達上重要な存在である「加十前置詞十

v・動8」と類似の構造であることは言うまでもない。．［こめヘブライ語欝造は，時の副詞節あ

るいは付帯状況を裏す節や句を作る時にしばしば用いられる。］「加十σvイπ8」は，この梅

造の前置詞が弱音化した結果生まれた構造である。この構造はTB翻訳当時使われていた

（Visser，1973：1996　fn．））（12参照）6従って、（11a）億当時存在していた表現形式を利用

して原典の構造（11b）を保存しようとした訳であるとも言えよう。残り2例については，構

造上進行形と類似点が少ないヘブライ語表現が英語の進行形として訳されたものである。そ

のうちの1例（13a）は，エリザ縛ス朝英語では口語的な文体で使われ，“gb（now）”と類似

の意味を表した命令進行形（Vis3er，1973ゴ1959§1836＞である。この例ヵ・ら，「鋤をとる少’

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　亀N」にも理解できるまうな聖書の英訳を試みたTy血daieの翻訳姿勢（N註gash加a，1988：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　”T乳¢払，）の一端を垣間見ることができる。原典に多くのヘブライ語進行形があり（表6参

表），且つ，Tylldゴ1eのこのような翻訳姿勢があったにも関わらず・TBに準行形使用が少な
　　　　　　　　　　　　　　　　　「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　辱
｢という事実は，当時，進行形がまだ一殺化されていなかったことを示すものであろう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，ﾈ上のTyhdale訳一G8π8認εとEκ041‘3における進行形の調査からは，．　Tyndale訳にお

ける進行形の中には，原典のヘブライ語進行形の影響がなくTyndale独自の判断で用いた

と思われる例はあるが，多くの進行形はヘブライ語の進行構造に影響されて現れてきたもの
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ゴ3θ

であると言えよう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

1．ii．　AV（1611）φ進行形　　　　　ヤ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昌`Vに関しては，0例8ε’3，　E切4鋸，ノoδ，　Pε2’”～3そして1Vε加珈励における進行形を

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　回ｲ査した。その結果，これらの資料には次の21例（14a！29a）り進行形が使用されていること

が明らかになった。　　　　　　　　’　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ri14）　a、AV：The　oxen娚721う’側fπ8，　and　the　assesア冶召4ゴπ8　beside　them，一

0召π．　1　14．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

b．BH：The・oxenω8r召μo癖πg　and・the・she－assesノセ84ゴ，～g　at－hands－of・

them

⑮・・’AYゴand　b・h・ld・’甑・並・1・…ω繍・8－G…’XXIV　63

@・　　　b．　BH：and胴behold　｛三amels　60翅’鯉8

（16）　a．AV：and．behold，Jsaacωαsερoア♂魏g　with　Rebekah　hi昌wife．－G62～．

”『’ @　1XXVI　8．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一
f　b．B1｛：and・behold工saac一ノ伽4’伽8　Rebekah　wife・of・him・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，i17）　a．AV：Ioseph．．．甜α3ノ加4’，28　the．flocke　with　11三s　brethren－062置．

1XXXVII　2．

b．BH：（13a）g．払

（18）　a．AV：and　behold，　heeωσ3ω齪4εアf”8　in　the　fieユd，－G召，’．　XXXVII　15

・　　b．BH：and・δ餉o’4”瑚d6γゴ，2g　i且・the・五eld（主語は前節セこ明示）　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　七

（19）　旦，．AV：beholde，　we・側θノ6δ伽4f箆8　sheaues　in　the　fieldガーL　O6”．ヒXXXVIエ7．，

’　　　b．　BH：（8b）’を．〃．　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㌦　　ド　　i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　冒

中（20）　a．AV：whep軸is　soh喚es’and　hi5　daughters　1σ召ア¢偲助2g　and　4ノ∫，1距」πg

．　、，、　wine－∫oδ114哉1＆（類例），．　　　　　∵　　　、　　　　　　・彫．

．　－b．BH：alld・sons・of－him　apd」daughters－of－himεθ’ゴπ8　and　4ノ’励f”8　wine

．、（21）・a．AV：While　he”αεyet　3ρθα肋諺8，一ノoう116，17＆18．

、∵　’b．BH：st三11　this（岩he）3ヵθαた’π8－∫o占116，17＆18．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　♪　’i22）、・a．AV：Thy　words　haue　vpholden　him　thatωα5ノ々∫∫ゴπ8，一ノoう．IIII’4．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」�@　　、b．　BH：Stumbling　uphold　words・of－yσu　　　　　　　　　　　　　　・曾
，　　，．　　　（＝a昌tumbler）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　、

”（C五NEB：aword　from　uphold　the　stumblers）　　　一七　　　　　　　　　　　一

’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ト

i24）　量rAV：hサseeth　that　hi昌dayゴε‘o規㍑座一一P乱XlくXVII．1年・、　－　　’
一　　Tb．　BH：h3－8ees　that・‘o加”8　day・of・him　　　　　　　：．　　　　　「　．　　　　　　　　　　π　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

（25）一一a：’AV：Ahd曽hen　the　Suhneωσ380ゴπ8『ddwpe，㌔一G6”．　XV　12　　　．　　　　　　　　　　　　　「

　　　　　　　　」撃aD　BH：anq．”α3．the－sun　to－goi丘g．down　　　’ゆ　　　　　　　・　　　．「　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　冒

：　　一，＿　　　　　　　　・・一・㌦　　　（不定詞）　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　’

@⑫6）　“・，みV：God…　shall　raine　it　ypon．him　while　hβお齪ピ勉ぷ一一∫oうXX　23、
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b．BH：God．．．　sha11－rain　on・hi！n　i血to．bowels．of－him

（27）　a．AV：MY　heart　f3勿4渤～8　a　good　matter： 一P＆XLV　1．

b．BH： over伽WS hearしof－me　matter　good
（完了形）

（28）　a．AV：while　Iωσ3，館’‘εf228　the丘re　burned：－P＆XXXIX　a

b．BH： in』鋭π5’π8－oノ㌦栩θburned 丘re
（不定詞）

b．BH：（10b）7．〃．

褒4はAVの進行形とそれらに対応するヘブライ語拙造との関係を数字で示したものであ
る。

一　　　　　衷4

AUTHORIZED
@VERSIOH AVの進行形

奢蘇イ鰭 類似構造に対応 灘鏑完了形鑑

G・…’・　1　6（＋・） 6　1（・）1・・　1［。コ
E漁・　1　。 ’・　1　・　・1　。　i［・］
ノ・う　　」1・ 9 ・　1　2’i［。］

P幽　　i3 ・　1　・ 2　i［。コ
1＞¢1～8η冨如み 1 ・　1　。　1　・　i－〔・］

T。TAL　l　2・（＋1）11・7　1（・）1　4　1［・〕．、

（N．B．：（十1）＝B召＋f’；＋v－f，置9）　　　　　　　・　　・
　　　　　　　　　　　　　　噛　　　　　1　1」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」

@　　　　　　　　唱
これらの資料から次のことが明らかになる。すなわち，AVの進行形は，全体の7乳2％（17／

22）がヘブライ語進行形の訳としてAVに現れたものである。それに対して，原典の表現の

直接的な影響なしに現れたと思われる進行形は18．1％（4／22）を占めるにすぎない。

これらAVの進行形をその使用目的という点から考察するとどうであろうか。例文（2工a）

は進行形で表現されている。レかし，C8鋸轟Eκoめ鶴ノoδ，　P50’硲には類似構造（“醜漉

＋NP＋発話動詞”）から成る文が尋例（30a・d）ある抵．いずれも動詞は単純形である。

また，それらのうちの1例（30a）に対応する原典の表現はヘブライ語進行形であるが，　AV

では進行形として訳されていない。　　　　　、　　　　・・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

（30）　a．while　hee　yet spake（BH： ミρ召盈㍑8）with　them，一σ8，ム　XXIX　9

．b・while he　taiked （B耳こ毎媚・・8）wlth 　　　　　　　　　　　　　　1P1im・一一一」写飢XXXIV　2a

c．’ 翌?奄撃 th・y・・ntinu・Ily喧（BH：in・saツing）vnt・鵬’－P＆XLII　a
d．whileモhey・say（BH：in・saying）dayly　vnt¢me，一．P3・XLII　10・　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　由

［瓦B．：ζBH：v・初8＝能動分詞形，ゴかv・伽9＝前置詞十不定詞形）コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■

さらに，（15a）と類似の構造（“う帥o～4，　NP十‘o”昭”）から成る文がG召，1θ∫ゴ3には9例
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（31a・i）ある。［lntroductory’舵ア6講文｝ま含まれない。］そのうちの5例（31a・e）に対応す

る原典の表現は（15b）と同じヘブライ語進行形であるにもかかわらず，それらは進行形とし

て訳されていない。一方，「be＋前置詞句」からなる（29a）は（hで言及した）ヘブライ語

構造を再製したものである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　門

（31）　a．Beholde，　seuen　eares　of　come　came（BH：‘6解’”8）vp－，Gε”．　XLI　5．

b．behold，　Rebekah　came　out（BH：coming。out），一一G召”．　XXIV　15．

c．behold，　Rebekah　came　forth（BH：‘o謝π8・01の，－G2刀．　XXIV　45．

d．behold，　Rachel　his　daughter　comme出（BH：coming）with　the　sheepe・

一σεπ．XXIX　6．

e．behold，　Esau　came（BH：coming），一一σ8，，．　XXXIII　1．

f、behold，　the　word　of　the工ORD　came（BH：verbless　clause）vnto　him，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

一〇8π．XV　4．

．9・Behgld，　this　dreamer　commeth（BH：perfecの・一σ8館・X⊇（XVII　19・

h．behold，　h三s　brother　came　out（BH：perfect）：一σ82露．　XXXVIII　29、
i　Behold，　thy忌onne　Ioseph　6δmmeth（BH：perf66t）vnt6ゼhδe：一σ診π．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

XLVIII　2．

　　　　　　　　　　　　　」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印
ﾈ上の事実からのみ判断すやならば，AV’のこれら2ユ例の進行形の一つ』つに対して一貫　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・した使用理由や，．単純形とは異なる意味機能を追求することは困難であるように思われる。

　　　　　　　　　　　　　i　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1ﾞしろ，大胆ではあるが，次のような推論の妥当性が高いように思われる。すなわち，当時　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

進行形は翻訳者達に馴染みがあったが，口語的性格が強い表現であった（Dennis，1941：

859－863，Hashimoto，1976：35）。その進行形と類似の構造が原典に現れ，その上，それらが

英語の進行形と類似の意味を表していたので，翻訳者達は原典の表現に牽引されて，「威厳」

（Terasawa，1985：24）のある文体を目指した欽定英訳聖書（AV）にも，散発的にではある

が，進行形が出現することになったのではないだろうか。ノoうでは進行形使用数11例のうち

9例までが第1章の連続した節（13～18）に集中的に現れ，そして，それらが総てヘブライ

語進行形の訳であることや，ノoうの他め箇所に類似のkブラィ語進行形があっても，それら

は進行形として訳されていないという蛮実もこの推論の妥当性を示すものであろう。

IL　Pnr鴨r訳聖書（1764）の進行形

　　　　　　、一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【

@「18世紀後半に入って進行形使用は一段と増煎した」．（Arak1　anLd　Uka∫L（1994：439））と　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤ言われている。同じく18世紀後半に出たPBのGg”θ8’3には，表5に示されているように，

46例の進行形が使用されている。これはAVの約8倍使用されているととになる。これら46

例の進行形を原典のヘブライ語表現と比較・対照させてみた。その結果が表5にまとめられ

ている。
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表5

PURVER’S PB ヘブライ語進 類似構造に 　　　　　　幽ourver独自i未完了形に
BIBLE の進行形 行形に対応 対　　　応

の進行形使用1対　　　応　　　　　　●

66，～θ3f3 46 1　35・ 5・ @1　6・1［4・］
351：XVI　8，　XVIII　1，2，XIX　1，14，XXIII　10，XXIV　3G，63，65，XXV　32，XXVI　8，XXVIII　12，

20，XXIX　2，6，9，9，　XXXI　l2，　XXXII　6，XXXIII　1，XXXVII　2，6，エ3，15事16，25，25，XXXV・

III　13，XXXIX　22，XLI　1，17，29，35，　XLII　5，X工V　1．

52：「（連結動詞十）‘f，；’十不定詞」：XXXV　9，18；「連結動詞十形容詞」：XXV　6，　XUII　27，28．

樋』 U謡・X沁XヤII　19；XWIエ1』2，』［44・］蒲弓，XXXII　18，XXXVII・25，XXXIX　IL・

1「一昌

　　　　辱ｱの表にょれぽ，PBにおいても進行形総使用数の46例中35例，すなわち，約77％がヘブライ

語進行形の訳として現れたものである6一方，原典のヘブライ語構造の影響を受けずに用い

られたと思われる進行形は6例（約13％）にすぎない。

ただし，TBやAVとは異なり，　PBにはヘブライ語の未完了形を進行形に訳している例

が4例ある。それらは，（32a）一（34a）である。

（32）　a．PB：whitherαr’thou　80翔、9P．．．　I　am　neeing　from－G召，～．　XVI　8＆

XXXIH7（18）．

b．B且：and－where yOU・90＿1 月eeing－－G6，1．　XVI　8＆XXXII　17（18）．
（未完了形） （能動分詞形）

（33）　a．PB：A鳳d　as　they”8ア83漉ゴ鬼8　to　eat　Victuals，－GθπドXXXVII　25．

b．豊H； and・the－sit－down　to・eaレbread
（未完了形） 一

（34）　a．PB：About　this　Daアas　he躍σ380f，18　into　the　House　to　do　hisβusi・

ness，一・σθ，1．　XXXIX　11．

b．　B1ヨ【：　i皿一the－day the－this　he・wellt　into－the・house　to・do　work・of－him

（未完了形）

§0で述べたように，ヘブライ語未完了形とヘブライ語進行形とは筆・・ati。n”’という基本

的意味を持ち，下位の意味については相補分布をなす傾向がある。従って，未完了形の中に

も，当然，英語の進行形を用いて訳出できる例はあると考えられる6それにもかかわらず，

TBやAVでぽ未完了形を進行形に訳した例は見られなかった。しかし，数は極めて少ない

がPBでは未完了形も進行形に訳されている例があるというこ，とは，　PBの準行形は単にへ

ブライ語の進行構造にのみ影響されて現れたものではなく，意味上当時の英語の進行形と合
致したヘブライ語衷現がPBで進行形として表現されたことを示すものであろう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　唱　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2

III．　T』e　New　Engli8h　Biblε（1970）の進行形

表6はNEBのσ8麗εf3に現れている進行形とヘブライ語表現との関係を示している。

NEBの進行形がTB，　AV，　PBの各英訳聖書の進行形と比ぺて大きく異なるのは・NEBで

はヘブライ語進行形以外のヘブライ語表舜が進行形に訳されている割合が高く・全体の約37
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％（30／81）を占めている点である。この現象は，意味を重視した翻訳に起因しているとい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　幽､ことば言うまでもない。しか「しながら，一方では，’ヘプラィ語未完了形を進行形に訳した

例は少ないが，ヘブライ語進行形を進行形に訳した例は，NEBの進行形全体の58％（47／81）

を占めているということもまた箏実である。‘

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　胃
1　　．

@　　　　　　　表6

NEB NEB
ﾌ進行形

ヘブライ語進

s形に対応
穎似構造に

ﾎ　　　応

　　　　　　i
蜷?ﾌi未完了形

・E脇平s1・81 1　471　1　4・ 3・・’ 堰m61］一

471：II　10＊，　IV　10，17，　XIII　5，7，　XIV　12，13，　XVI　8，13，　XVII工1，10，22，　XIX　1，12，14，

XXIII　lO，　XXIV　13，21，62，1 wXVII　5，12，42，42，　XXVIII　12，13，13，　XXIXぴ，、8，

XXXI　12，　XXX　13，　XXXV　1，7，　XXXVI　24，　XXXVII　7申，9，13，16，17，　XXXIX　3，

XL，11，6，17，23，25，28，35，　XLV　12．　XLVIII　21，　L　5，24．

421「前置詞十不定詞」＝XV　12，　XXXV　1，7，工8，22，　XXXVI　24，　XLVIII　7．

273：II　2，　nI　lO，　XII　n，　XV　2，　XIX　29，　XXVII　42，　XXVIII　4，　XXX　9，　XXXVI　7，

XXXI　1β4，　XXXII　4，18，26，　XXXIII　14，　XXXVII　23，　XXXVIII　21，　XL　18，　XLII

16，XLVIII　2，　L　11，［64：コXVI　8，　XXXII　18，　XXXV　3，　XXXVII　15，　XLII　36，

XLVIII，1乳　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昏

菅　　　　　　　　　　　　　　　　誉　　　　　　　　　　　　　　　　→←

II　lg＊：There　Was虚プ加8／nowipg　from　Eden　to　water　the　garde叫、

　　　　　　　　　　　　　　　　　，wX工X　6＊：here　is　liま3面1‘8・’1∫εアRachel　coming　wth　the且ock．

XXXVII　7＊；We　wereま，1‘加卿’d、binding・sheves

（上例の中でBEと現在分詞との間に文の他の要素が挿入されているのはこれら3例のみ。）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
hV．ヘブライ語能動分詞の機能と英訳聖書の進行形

Iv．　i．ヘブライ語能動分詞の名詞的用法

すでに嘗及したように，ヘブライ語の能動分詞形は未完了形に比べて特に“duration　with一
out　progress”を強調するという特性を持っている。一方，能動分詞には，ある性質や状態　　　　　　　　　　　　一

　　　　　．「�揩ﾂ人間を蓑す名詞的用法がある。しかし，ヘブライ語は不定冠詞を持たないので，能動
　　　　　　　　　　　　　　　　　　」　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　」ｪ詞が補語として用いられた場合，その能動分詞が名詞的用法であるのか，あるいは，進行　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」

構造のために用いられたものであるのかを見分けるのが因難な状況も生じる。（35a）一（37a）

は一般に名詞的用法と解釈されている例である。

　　　　　　　　　　1
i35）　a．BH：1－shal1・be　in・eyes－of・him mocking 一〇召，」．XXV工112．

b・AV：工shall　see竃ne　to　hi皿皐s adeceiuer， ｝　　　　　　　　　　　　　　　　｝

@　辱
C． NEB：Iam　tricld且g　him

（36）　aボ，BH： for　keeping she・一σεπ． XXIX　9．

、　b．PB； for　she was　feeding　them．

c．．NEB：for　she wa6．a　shepherdes臨
「

「

，
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（37）　a・BH：1－shall－be　wanderi丘g　and・movin・to－and・fro－－G871．　IV　14．

BH：wandering　and－mov三ng－to・and－fro　you・shaU・be一σε2’．　IVユ2，

・b．VUL：ero’ 浮≠№浮刀@et　profugusl　ill　terra一σ821．　IV工4・

VUL：uagus　et鰹eris　super　terram，－0召ゴ1・IV　12・

c．OEH：ic　beo　woriende　r　flyma　ofer　eorpan：－MS　C，0σ刀．　IV　14．

OEH：5u　faきrst　worigende　r　bis田yma　geond－MS．　B，　G¢π．　IV　12．

　　　　　　　　　’пETB：Im11st　be　wanderynge　and　a　vagabunde　vpon　the　erth，一一Gε，～．

IV　14．

e・AV：Ishall　be　a　fugitiue，　and　a　vagabond　in　the　earth．－06，～．　IV　14．

’〔VUL＝Vulgata；OEH＝The　Old　English　Versio皿of　the　Heptateuch］

（35a）はAVでは名詞として訳されているが，　NEBではその箇所は，進行構造の現在分詞と

して表現されている。（36a）は，　NEBの訳によって示されているように，動詞によって表現

されている行為を生業とする人間を衰しているが，PBではそれが進行形によって表現され

てる。このように絶え間なく繰り返される行為を英語の進行形で表現した場合，その英語の

進行形には感情的要素が加わると解釈されるのが一般的である。、しかし，ヘブライ語能動分

詞のこのような用法は．名詞を作る（あるいは派生させる）ための言語手段であうて，感情的

要素を表現するための言語手段ではない。従って，tra皿slated　versionとしての聖書の英語

の進行形の解釈には慎重な態度をとらなくてはならない揚合もある。

（37a）は同稚のヘブライ語進行形力澗接的にではあるが古期英語にまで統語的影響を及ぼ

している例であるd例文（37a）にある2個のヘブライ語能動分詞1まAVでは名詞的用法と
して扱かわれている。一方，Vulgata（37b）ではこれらの能動分詞は，動詞の蓑す行為を　　　　　　．

“僻σ’ゴ砂or≠碑4θπ‘ツ1’として表す語尾［一（ul）u田を動詞の語幹に付加した形容詞（Gfee一

nough，召’畝，1979：152－153）によって訳されている。この形容詞は英語の現在分詞の形

容詞的機能に極めて近いと言えよう。これらに対する古期英語訳聖書（＝OEH，自由訳聖

書）の表現を見ると，ラテソ語の2個の形容詞のうち“uagus”だけが，　MS　BとMS　Cで

現在分詞として訳されている。この現在分詞はMSBでは主椙補語として用いられている

が，MS．　Cでは進行構造を形成していると解釈することができる。もしもこの解釈が正しけ

れば，間接的にではあるが，’この古期英語の進行形の存在にはヘブライ語能動分詞が関わっ

ているということは言うまでもない。

　　　　　　一
hV．　ii．未来を表すヘブライ語能動分詞と英

訳聖書の‘be　going　to…，

英語の動詞、誓o’に対応するヘブライ語の動詞は‘halaどである。この動詞は定形のままで，

本来の移動の意味ではなく，継続相‘∫continuance”のみを衷現するために用いることがで

きる（Kaut乞sch，1980：344（の）。この用法の‘halaビが瞬時動詞と結合すると・近接未

来を表わすようになる。（38a）はこの機能を持つ4hala些’がヘブライ語進行形として用いら

れた例である。
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（38）　a・BH：Igoing整≧。die－－G82L　XXV　3a

b．TB：Iam　at　the　poynte　to　dye，

c．AV：Iam＊at　the　po短t　to　die：［MARGINAL　NOTE：＊挽う監gofπg
’04惣．］

d．　PB：Iam　going　to　die；

これは英語の‘be　going　to．．．，と類似の構造である。英語の‘be　go三ng　to．．．，は17世紀に

今日の意味を獲得し，18世紀になって頻繁に起こり始めたのである（Scheffer，1969：271）。

各英訳聖書における（38a）のヘブライ語進行形の訳は，当然のことではあるが，　i英語のこ

の表現の発達過程と符合している。すなわち，AVではMARGmA上NOTEでヘブライ語

の“begoi血g　to”表現が紹介されているが，本文ではこの表現は避けられている。このへ

プライ語表現が，そのまま，英訳聖書に現れたのは，筆者の知る限り，PB（1764）が最初で

ある。［ただし，このヘブライ語表現はVulgataのラテソ語を経由してOEのP3σ醜5等
の行間訳に出現している可能性はある。〕　　　　　　　　　　　　　　　’

V．　ヘブライ語進行形とOE，　MEの重訳新約聖

書の進行形

　　　　　，1　　r
p訳新約聖露，特に古期及び中期英訳新約聖書には多くの進行形が使われていることが知

られている。これらの進行形の申には，単純形と比較した場合，進行形独自の意味や使用目

的を推し量ることが困難な例が少なからずある（（39b・c）＆（Cfa毛）参照）。

また，Hashimoto（1977：96Nこよると，1611年のAVのFour　Gospelsにおける進行形

使用数は35例であるが，衷8によると‘．1385年のラテソ語からの重訳聖書Wアcliff三te　Bible

（WB）の前期訳（EWB）における進行形使用数は47例である。これは，進行形の発達という

点から見て極めて異常な現象であるということは言うまでもない。EWBのラテソ語的要素

の強い衷現から脱却して，英語的表現に修正したと言われている後期訳（五WB‘．1395）にお

いてさえも，進行形使用数はAVとほぼ同数（34例）である。

WBにおけるこの不自然な進行形使用の原因は表8によって概ね明らかにされている。す

なわち，WBの異常な進行形使用数はVulgata．における「sum＋現在分詞」の英語訳に原因

しているのである。そして，LWBはVulgataのラテン語法から解放されていると言われ

ているが，LWBの進行形使用に関する限りVulgataのラテソ語法から解放されているとは

言い難く，進行形の大多数はラテソ語の「ε襯＋現在分詞」の直訳によるものである。

（40）　a．VUL：8擢’enim加う6欝multas　possessiones－・五4認．　XIX　22＆」砿¢ノた

X22．　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

b．EWBl　for　he撚3伽‘ッπ88　many　possessiou皿s．－1協σ鉱XIX　22＆

「　　　　　　、砿σノゐX22．

傷五WB：for　he　hadde　many　possessioun臨一1励払XIX』22＆1蝋σ腔X2且

’．（Cf　a．　LIN：”aきεfor50nみ記うδ8’～4　monigra　haエnas柔a3hta陰一漁”．

XIX　2a）
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表8

WYCLIFFITE T　　ラ　テ　ソ　語　表　現　　　一EOむR¢◎SP旦1£←一

BIBLE 鋤÷P・欄ゆ…圭dρ重・　　　iそ碗

撚V益VII…醤IX酋X1X墨XX王サ墾塾i撫轟
珈ゐ1髪・1璽愚H墨v互・あv三h瞬xきx…璽・≡翼窟

Earl玉er　Version
XHI　11・輩・XV錫加雇1塾璽灘笹｝葺墾鐸弩L　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝

（‘．1385） 47 堕・坐・V甚・V1里・VII三磐羅欝｝聾．滋三選．　X蟹1
層 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　撃｢・XVユ・XVII　35・X1藍1塁澤茎董i塁撰羅聾ヱ羅王｝

蚤琴XIV　i塗ノ・海・恥舞鐘マ至聾芝墾燃塾1
XVII王25，25．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
門一一 @　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ま

物∴V・5，XX轡篭轟漁纏躍義鶏講磐i驚
終五’細，2・，玉塒．磁数欝蟻琶蹴難義i筆

wLater　Version

@（01395）
34
IX　18，53，　XB，王4ケ｝i欝訟弱コ鐸峯．｝鐸葦3亀笠羅器．峯笠輩鐸

撃戟F菱謄灘恥購聯懸飛齢
一

凡a：（1） 一＝ギリシャ語原典め降争ξ手購調華紀髄孝’毒豊環真一舞羅垂毒み舞
1

査。）

（2’ j　㌔唱ハ霜EWBにはなく，LW8匙｛婁螺壽屋ヒヨ華i難畢

（3）・BEと現在分詞との間に場飯㊨轟轟毛蓬輩雛き塗お評毒溝麹毒黎
は含まれている。　　　　　　　　　　　　　　　　　’

a）　he　wa5　alone　prey雄琶奪一一・軍職蓋爵醇塗灘…三葦焉．．　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一」

b）thefa。ewa50fh圭恥塵聾尋註一夏臓轟晦豊莚．鷲。

@　　　　　　　　　　　　　　　■

（40）　　（C五b．LIN： w記sfor錘oぬ舳鍵豊’髭’義勲一離晦虚錘鯉蟻慈一編…叢盈）

［LI煎＝LindisfarR｛｝§｛騨毒｝

（41）　a．VUL：6プ’3　p　otestatem加毒離sミ尊農嚢囎翻…磁量蓮一一五譲窪灘ユζ1乳

b．EWB：thou　schalt　ha盤摯｛羅麓睡一奪雛毒｛顯一　　　　－

c．1WB：thou　shalt加纏ザ窒轡興環鍵雛一…も錘磁皇箆

@　　　　　　　　　　　　　一

古期英語期の行間訳新約聖書Lindlsf鍍鷲奪盤駐睦ミ鑓籔奪．甦桂¢蓋壕縫麻さ轟ている

ように，「5脚十現在分詞」を直訳して進費灌と重る譲と、塵典㊧裏義と註巽塗ウた挙綾形拭　．

よる訳とが並記されている場合が多く晃ら蔽る垂ζ海ら磯象醤譲をつ皆篭蜜泣ラテン語

の直訳から生じる進行形の取り扱に迷い淋あウ疫ことを承す鍵であると言えよ鮎厨じこと

がEWBの訳（40b）と（41b）及びLWB」の訳（難c）・と（璽o＞江おも・ても言える。これらの

例は，別の見方をすれば，単純形と進行形の機能金聾溝未分姥の訣態であ撃えことをも承す

ものであろうげ　　　　　　　、一　一

Goedsche（1932；471）や・Moss6（1938：工4｛48，61－62）やS¢嚢e憂eτ（圭9§9：131＞等の

学者は，churqh　Lati亘の「ε～‘7π十現在分詞」は英語の進費形の鑓達にとウて蓮ぬて垂要な春

在であったという立場をとっている。英語の進行形の髭達に垂要な簑叢を演じたr＄灘舞÷現
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在分詞」構造が，Vulgataでこのように頻用された原因は何であろうか。

40ア翻脚アoノ’加y1‘18α’θでPlater＆Wh三te（1926：109－110）は，「classical

Latinではこの構造に現われる現在分詞は形容詞的用法だけに限定されていたが，“bopular

speech” Aでは“丘nite　tense”を作る尭めにこの構造の中に現在分詞を自由に用いている6」

という指摘をし，この構造をVulgataにおける“Syntactiヒal　Peculiariti6s”の項目の中に

入れている。、

表8には，EWBの進行形のうちラテソ語の「31槻十現在分詞」に対応し1でいる例が明らか

にされているが，さらに同表には，それらのうち原典のギリシャ語構造「ε1冨十現在分詞」

に対応しているもの｝ヒは下線が引かれている。それによると，Piater＆Whiteが“Syntac一

tical　Peculiaτit三es，，の一つに数えて卦るラテン語構造「躍吻土現在分詞」の計40例のう．ち，

41例はギリシャ語構造「ε㌍’十現在分詞」に対応しているdこの慕実は，WB（やOEの行間　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　幽

註）の新約に進行形が頻繁に出現する吟は主としてこのギリシャ語構造に起因していること

を示すものである。次に原典のギリシ＋語聖書でこの構造がこれほど頻繁に使用された原因

　　　冒�Tる必要がある。　　　　　　　　　　　　　　ド

原典におけるこのギリ’シャ語構造の頻用に関して，Wenham（1979：156）は「i新約におけ

る「ε～μ’十現在分詞」の異常な頻用（“unusual　frequency，’）はアラム語の影響｝どよるもの

である」と言い，Blass，θ’砿（1961：179（§353））廿ま「この構i造はギリシャ語でも可能であ

るが，1し血罐とL瞬召におけるこの構造の頻出は，少なくとも，セム語の強い支持があって

（‘‘at　Ieast　strongly　supPorted　bマthe　extensive　Semitic　use”）引き起こされたものであ

る」と主張し，Moulton（1978：226）は「新約におけるこの構造の異常な多さ（‘‘extraodiary

abundance”）はヘブライ語とシリア語から来ていると言わざるを得ない。Fギリシ＋語では

この構造はこれ程発達していなかった。」と述ぺている。同様にTurner（1976：87）も「こ

の構造はアラム語とヘブライ語に特徴的であるが，ギリシャ語では充分に発達していなかっ

た。この構造は他のギリシャ語に比ぺてBiblical　Greekで特に頻用されている。」という指

摘を行い，さらに，Thackeray（1909：195）も「新約におけるこの構造の広範囲にわたる使

用については，全面的にではないにしろ，ヘブライ語の影響のもとに生じた現象である」と

主張している。以上のように筆者の知るギリシ＋語の学者達は，ギリシャ語にもこの構造は

あったが十分に発達しておらず，新約の広範囲にわたるこの構造はセム語、特に，アラム語

とヘブライ語の影響によるものであると主張をしている。そして，Thompson（1985：50一

51）は，「この構造は“Hellenist量c　literature”では“rare”であるが，　LXXには驚くほど頻

繁に（～ith　sur2ris量ng　freqllency”）見られる。1⊃XXにおけるこの構造の頻用は・ヘブライ

語進行形の直訳によるものである。」と言い，LXXにおける「ε膨＋現在分詞」，の頻出が，』新

約のギリシャ語にこの構造を頻用させたこを示唆している。

また，一このギリシャ語構造の機能については，現在形七（prese皿t　indicative）の場合たは

単純形との意味上の区朋は困難であるが，未完了過去形の場合には単純形と迂言構造との間

に明確な違いが存在している（Moule，1979：17）。すなわち，迂言構造は単純形に比べて，

“the　cdntiuuity　of　the　action”（Wenh自m，10己dム），“the　continuing（or　durative）

皿ature　of　th6　actio且”（Thompson，’δf4．：53（＆Moule，’oαcf∴））等を強調するため

に用いられている。，
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VI．　ま　　と　　め

以上古期英語訳聖書から現代英語訳聖書に至るまの英訳聖書の進行形とヘブライ語：進行

形との関連｛生について考察してきた。その結果，近代英語期及びそれ以後の直接訳聖書での

進行形の出現には原典のヘブライ語進行形の影響が強く認められた，さらに，部分的には

Moss6（1938：16）によってすでに指摘されているが，　OEやMEの重訳聖書における進行

形の出現にもヘブライ語進行形の影響が及んでいることが明らかになった。すなわち，聖

書ヘブライ語（やアラム語）の進行形がLXXのギリシャ譲に「ε㌍＋現在分詞」構造を多

用させ・さらに・Hellenistic　literatureでは起こり得ない程の大量のこの構造を新約のギ

リシャ語に咄現させたのである。新約のこのギリシャ語構造が，ほぼそのまま，ラテン語訳

聖書Vulgataで再製されたために，　Vul8ataにも大量の「3’‘”1十現在分詞」というラテソ語

構造が出現することになったのである。従って，OE期の行間訳（註）やME期のWyc一

1iffite　B三ble（特に新約）に進行形が頻出するという現象は，遡れば，ヘブライ語やアラム

語において頻用されていた進行構造に起因することになる。

OEやMEの進行形の中にはchurch工atinの進行形の影響を強く受けたものが少なから

ず存在する・それ故に・0耳やMEの進行形を扱う揚合には本稿で明らかになっ搾事実をも

考意する必要があろう。また，初期近代英語期及びそれ以後の英訳聖書を扱う際には，対応
する原典の言語の蓑現形式及びその意味を考慮する必要があるということは言うまでもない。　　　　　　　「

も　　　　　　　噛　　　　　　　BIBLIOGRAPHY’督　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「　　　　　　　　　　　　　　　　噛

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一
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P虻6gres5ive　Forms　in　English　Biblieal　Translation臼and　　　　　　　　’

thoiτRe置ation　to　the　Hebrew　Language

工sao　Hashimoto

@　　　　　　　　　　　幽

イBiblical）Hebrew　has　an　expressiα1　sim三1ar　to　the　English　progressive　forms

‘δ召十vイπ9’in　construction　and　meaning。　We　call　itセhe　Hebrew　progre呂sive

form　here．　This　is　a　te且tative　study　o且the　innuence　of　the　Hebrew　progres一

s量ve　form　on　the　use　of　the　English　progressive　form　in　English　Biblica｝trans・

ユations．

Firstly，　the　progressive　forms　of　the　follow三且g　translated　vers三〇ns　of　the

01d　Testament　were　investigated：でy血dale’s　Bible（Gε7昭∫∫3　and　E＃04～’ε｝publish一

ed　in　1530，　the　Authorized　Version（C8コ昭∫’3，　Eエ04’‘ε，ノo占，　Pεσ’班3　and地乃8一

，η彪〃）published　in　1611，　Purveガs　Bible（06π63’31　published　iロ1764　a11d　the　New

Engl呈sll　Bible｛0召πθ3’ε）published　in　1970，　and　the　progressive　forms　whi¢h

are　used　in　these　materials　were　compared　with　the　correspond韮ng　Hebrew

expressions．　The　following　are　significant　results　of　the　compar三son：

The　progressive　forms　i豆Tyndale’s　Bible　correspond　to　the　Hebrew　progres一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　剛

　　　　　　　　　・唐奄魔?@form　in　about　62．5％of　all　the　cases，　those　in　the　Authorized　Version

in　about　77．2％，　those　in　Purver’s　Bible　in　about　77％，　and　those三n　the　New

English　Bible　in　about　58％．　These　facts　show　that　the　Hebrew　progressive

forln　is　a　prime　cause　of　a且inducement　of　apPearance　of　the　progressive　form

in　the　E皿91ish　Biblical　translations，　especially　in　the　translated　vers1ons三皿the

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　巳darly　Modern　E且glish　period，　when　the　use　of　the　progressive　forms　wa5　not

commo且．
Secondly，　there　were　examined　the　progressive　forms　of　the　Fo，‘プOoερ6」3

of　two　indirect　Biblical　translations：two　versions　of　theWycli伍te　Bible（c．1385

a且dc．1395），　and　one　direct　translation：tlle　Autllorized　Vers三〇n・And　Latin　and　．

Greek　expressions　correspondi且g　to　their　progressive　forms　were　investigated

respectively．　The　result　of　the　invest1gat三〇n．　is　summari2ed　as　follows：

The　progressive　form［s　apPear　unnaturally　with　more　frequency　in　the

earlier　version　of　the　Wycli伍te　Bible（47　exx．）tha且i見the　Authorized　Version

（35exx．1．　Even　those　i皿the　Iater　version　of　the　Wycliffte　Bible（34　exx・）

apPear　almost　witll　the　same　freque豆cy　as　those　in　the　Authorized　Version・

Th量s　unnatural　Iinguistic　phenomellon　is　due　to　a　frequent　use　of亡he五atiP

co且structio皿‘3，伽十the　present　participle’．　In　the　Wycli伍te　Bible，　the　Latin



」48

construction　is　rendered　faithfully　into　English，　especiaUy　in　the　earlier

version．　The　frequent　use　of　the工atin　coΩstruction　in　the工at圭n　New　Testa・

ment　is　caused　by　the　extraordinary　abundance　of　the　Greek　construction

‘ε仏’十the　present　participle’．’According　to　Greek　linguists　or　philologists，

the　development　of　the　Greek　constructio皿wa§not　far　advanced　iR　Helle一

nistic　Greek，　not　even　in　the　popular　style　of　the　papyri，　and　the　Greek　co皿struc・

tion　ill　the　New　TestameIlt　is　strongly　supported　by　the　Hebrew　a且d　Aramaic

progressive　forms．　This　fact　shows　that　the　Hebrew　progressive　forms　were

reproduced　in　EIlglish　via　religious　Greek　and　the　Latin　of　the　Vulgate　at　a

very　important　stage　of　the　development　of　the　English　progressive　forms，

’．8．，i且the　Old　and　Middle　English　period．


